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外壁 ･屋根の損傷,居住者による日常管理,居住意 壁とそれを保護するための羽目板貼 りとなってい
識の面から明らかにする｡ る｡ また開口部は,格子窓や格子戸である｡ 羽目板
の材は,吹屋,富田林では焼杉,美濃,京都は素木
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The following facts were revealed after interviewing the previous households on the aware-
ness and current status of the maintena ce a d preser ation of their residential exterior such
as ro ftops and outer walls.
(l)By cleaning the outer walls or gutters, residents were able to become aware of any exter-
nal deterioration or damage at an early stage.
(2)Each household has their own trustworthy roof-repairer or carpenter serving them genera-
tion after generation, who will look after their residences and immediately repair any small
damages.
(3)The project to preserve groups of significant traditional constructions is effective in eco-
nomically supporting the nlaintenance of such residences and also arousing the awareness
in that respect.
(4)Residents have the desire to continue living in such residences for a long period of time,
and thus are concerned about its maintenance a d preser ation.
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時期(午) 損 傷 状 態 家族番号 修 理 状 況 
71 0985 壁下30cmはがれる破風側の漆喰壁が剥がれ落ちる.染み･汚れ 
1991 大きな損傷なし 
1995 羽目板が反 り,土壁が出てきた 












9 す ぐに修理 した
3 そのまま7 ステンレス板を貼 り修理済み




































家族番号時期(午 損傷状態 原 因 修理状況 
1 毎年 瓦の割れ.ずれ 瓦の劣化 瓦の葺き替え(伝建事業) 
2 1985 瓦の割れ.ずれ 瓦の劣化.雪の重み 瓦の葺き替え 
3 2001 瓦の割れ.ずれ 瓦の劣化.台風 瓦の葺き替え 
4 2000 瓦の割れ.ずれ 瓦の劣化 瓦の葺き替え中(伝建事業) 
1997 瓦の割れ.ずれ 瓦の劣化 残りの側の瓦を葺き替え
5 16 瓦の割れ. 瓦の差し替え片方側の瓦の葺き替え6 毎年95 ずれ 瓦の劣化
7 2005 瓦の割れ 瓦の劣化.雪の重み ステンレスに一部替えた 
8 1988 瓦のずれ 瓦の劣化 瓦の葺き替え 
9 2000 瓦の割れ.ずれ 瓦の劣化 瓦の葺き替え(全て) 
2005 瓦のずれ 瓦の劣化 瓦の葺き替え予定 (次年度) 
10l 95 瓦のずれ割 ずれ 瓦の葺き替え予定 (古い瓦のみl 20016 . 瓦の劣化 ( 次年度)  
12 時々 瓦の割れ 瓦の劣化 瓦の差し替え 

































































































































































































表 6 屋根 ･樋の日常管理
















































































家族番号 居住者が行った点検.修理 業者に依頼した最近の修理内容 修理した時期 
21 釘の打ち直しなどの簡単な修理 瓦の葺き替え,範囲の簡単な修理 20年手が届く 煙突修理 羽目板の差し替え 03
3 手が届く範囲の簡単な修理 瓦の葺き替え 2004 
4 点検のみ 瓦の葺き替え 2005 
5 手が届く範囲の簡単な修理 瓦の葺き替え 2005 
6 塀などの部分修理 瓦の葺き替え 2004 
8 外壁の塗り替え,羽目板の差し替え 2004 
7 手が届く 外壁の塗り替え 200059 点検のみ範囲の簡単な修理 
10 点検のみ 外壁の塗り替え 2003 
ll 点検のみ 外壁と土塀の塗り替え 2004 
12 点検のみ 土塀の修理 2002 
13 点検のみ 一部瓦の取替え 1993 














































































































家族番号子供家族と 現在の住み万 今後の住み方 実費でのの関係 修理意欲 
7 同居 元気な間は住み続けたい このまま子供家族と同居 ある 
ll 同居 住むしかない このまま子供家族と同居 あまりない 
12 同居 ずつと住み続けたい このまま子供家族と同居 ある 
13 同居 ずつと住み続けたい このまま子供家族と同居 ある 
8 ずつと住み続けたい わからない 少しある 
10 隣居 住むしかない 子供家族と同居 あまりない 
6 近居 ずつと住み続けたい 子供家族と同居 ある 
9 近居 ずつと住み続けたい 子供家族と同居 ある 
1 別居 元気な間は住み続けたい 単身 あまりない 
2 別居 住むしかない 夫婦 可能なら子供家族と同居 せざるを得ない 
3 別居 元気な間は住み続けたい 夫婦 ない 
4 別居 ずつと住み続けたい 夫婦 可能なら子供家族と同居 少しある 












































































































月),秋祭 り前 (11月),正月前 (12月)の年間 4
回行っている｡ 日常的には,お互いの家の周 りまで
掃除をしている｡ 富田林の場合は保存会があり 8),
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